
がん対策関連検討会等の進捗状況について 

 

平成２５年６月１９日 

 

１． がん診療提供体制について 

 平成２４年１２月「がん診療提供体制のあり方に関する検討会」を設置し、計３回の検討会

の開催により、平成２５年４月、拠点病院の格差是正、空白の医療圏に対しがん診療病院

（仮称）を設置すること等を旨とする中間とりまとめを行った。 

 平成２５年５月以降、検討会の下に設置したワーキンググループにおいて、中間とりまとめ

を踏まえた具体的な拠点病院の指定要件等に関する検討を行っている。 

 今後、夏を目途に、ワーキンググループでの議論を踏まえ、新たな拠点病院の指定要件

等について、検討会で検討をいただく予定 

 

２． がん研究について 

 基本計画に基づき、「第３次対がん１０か年総合戦略」に続く新たながん研究戦略を策定

へ向け、具体的な検討を行うため、平成２５年４月「今後のがん研究のあり方に関する有

識者会議」を設置し、これまで計５回の議論を行っている。 

 ６月１１日開催の第５回会議では、「今後のがん研究のあり方について（報告書案・暫定

版）」について議論を行った。 

 

３． 緩和ケアについて 

 平成２４年４月に設置した「緩和ケア推進検討会」において、これまで計１０回にわたり、緩

和ケアの推進方策を検討。平成２４年９月には、緩和ケアセンターの整備と基本的緩和ケ

アに求められる方策等を盛り込んだ「中間とりまとめ」を行い、平成２５年度予算等で対

応。 

 その後、拠点病院における人材配置や専門的緩和ケアへのアクセスの改善、緩和ケアに

おける地域連携等の観点から、議論を深め、「緩和ケアセンター」の具体的推進方策、拠

点病院の指定要件に係る事項、医療者に対する緩和ケアの教育体制等について議論を

行った。 

 今後、「緩和ケアの普及啓発」等について議論を進める予定。 

 

４． がん検診について 

 平成２４年５月に「がん検診のあり方に関する検討会」を設置し、科学的根拠に基づくがん

検診の推進や受診率向上方策等のあり方に関する検討を行っている。 

 これまで、主に、若い女性で罹患が増加している子宮頸がんの検診の方法について、検

討をいただき、平成２５年２月に今後の方策に関する報告をとりまとめていただいた。報告

内容を踏まえ、平成２５年度予算において、「HPV 検査検証事業」の実施等を行うこととし

ている。 

 現在、検討会においては、受診率向上施策や精度管理について検討をいただいている。

引き続き、受診率向上施策・精度管理について検討を実施いただくとともに他のがん検診

の検診方法等についても検討いただく予定。 

資 料 ５ 


